
事 業 名 水産資源調査・評価推進委託事業(魚介類の資源評価)

予算区分 委託費

事業実施期間 平成 10 年～
担 当 者 上田幸男，安藤大輔，石川湯子

共同研究機関等 各府県水産研究機関

＜目的＞

ABC(生物学的許容漁獲量 )の決定と対象魚類の資源状態の把握を目的として，県内主要主
要漁協における漁獲量やそのサイズを調査する。加えて海洋観測を実施して卵稚仔を採集す

るとともに水温，塩分の情報を得る。ここでは魚介類の資源評価についてのみ記す。

＜方法＞

徳島県の標本漁協における日別，漁法別，漁業者別の銘柄別漁獲量を集計し，データベー

ス化した。

サワラ，マダイ，タチウオ，ハモ，キジハタ，アイゴ，ボラ，アカエイ，キュウセン，メイタガレイ，

アカシタビラメ類，アカエビ，ヨシエビ，サルエビ，ガザミ，シャコ類，シリヤケイカ，コウイカ，ア

カガイ (以上旧瀬戸内ブロック )，シラス，カタクチイワシ，マイワシ，ウルメイワシ，ブリ，カマス
類，イボダイ，カワハギ，コノシロ，スズキ，シイラ，イトヨリ類，アマダイ類，シマアジ，ショウサイ

フグ，ニベ類，マアナゴ，ヒラメ，マコガレイ，メダイ，カイワリ，クマエビ，イセエビ，マダコ，クロ

アワビ，メガイアワビ，マダカアワビ，トコブシ，サザエ，マナマコの漁獲量，操業隻数， CPUE を
月別，年別に集計し，資源の状態を把握するともに，標本漁協単位に状況報告書等を水産研

究教育機構に提出した。タチウオ，ハモ，クマエビについては資源評価検討会 (WEB 会議 )で報
告するとともにハモ，クマエビについては徳島県が関係県のデータをとりまとめた。

＜結果＞

状況報告書については 2021 年までのデータを用いて 2020 ， 2021 年の状況を中心にまとめ
た。結果を表 1 に示した。

＜今後の課題＞

播磨灘については 2020 年までしかデータが揃っておらず，標本の抽出率が小さいので改善
が必要である。

このように全ての漁獲対象魚種種についてデータベース化しておくことは，水産行政上非常

に重要なことであり継続する必要がある。

＜次年度の計画＞

同様にまとめる。

＜結果の発表・活用状況等＞

農林水産総合技術支援センターのホームページに掲載するとともに，徳島新聞朝刊の経済

面に掲載した。



表 1 － 1 瀬 戸 内 ブ ロ ッ ク 海 魚 介 類 の 資 源 評 価



表 1 － 2 瀬戸内ブロック海魚介類の資源評価



表 2 － 1 中央ブロック海魚介類の資源評価



表 2 － 2 中央ブロック海魚介類の資源評価


